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研究成果
窒素飢餓条件で巨大な構造体を作るカピは 18SrDNA
の塩恭配列の比較から，Aヂergilus属であることが判明
した.この構造体の電顕観察を行った結果から，このも
のは巨大な胞子嚢であると考えられた.類似の構造体が 
A斤tmiga仰s1:観察されているが， 窒素飢餓でこのよう
な構造体を作る原因は不明であり，今後の検討課題であ
る.
真菌症病原菌として重要な Candidaalbicansが亜硝酸
から亜酸化窒素 (N20)までの脱窒を行う活性を示すこ
とが?当研究室で見出されている. しかしC. albicansゲ
ノムにはAspergillusoryzaeや Fusariumなどに見出されて
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いる亜硝酸還元酵素 (NirK)や P45unorの遺伝子が存
しない. また一酸化窒素還元酵素 (Nor)
供与体の特異性がP45unorと異なっている. 従って c 
albicansの脱窒系は新たな構成成分と生理的意義が期待
される. 感染症に対抗する宿主(ヒト)の手段として?
?ク口ブアージによるー酸化窒素NOの生産は有用で
ある. C. albicansのNor活性の生埋的意義として， この 
NOの攻撃に対する防御機構が候補としてあげられる.
またy この脱窒系がミトコンドリアに局在するかどうか
も興味深い. 感染時の通気条件と思われる微好気条件
で， ミトコンドリアがどのような形態をとるか，観察予
定である.
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研究成果
{研究目的}
多くの真菌類が細胞内外に多量のカタラーゼ (CA)
を生産するが，その生理化学的役割についての詳細は一
部を除いて明らかにされていない. 例えば， CA-アル
コールオキシダーぜ (AOD)系と細胞微細構造(ペル
オキシソーム)との関連についての知見は，メタノール
資化性酵母に限られている.堆肥等の植物組織の分解に
関わるとされている貯熱性糸状菌 1hermoascus仰 rant抑制
は，液体培養において高度耐熱性・耐アルカリ性のカタ
ター報告第 10巻 2006 93 
